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FAQ目次

001 フィールドの合計値を調べたい

002 重複しているレコードがあるか調べたい

003 hh/mm表記の時刻計算をしたい

004 特定の文字が含まれるデータを抽出したい

005 特定の文字が含まれるデータを抽出したい（マスターファイルを利用する方法）

006 ***円 表記のデータから特定金額以上のデータを抽出したい

007 平均単価と販売単価を比較したい

008 平均単価と販売単価を比較したい（偏差値を利用する方法）

009 金額の上位●件を抽出したい

010 勤務時間の合計を計算したい

011 重複しているレコードを抽出したい

012 テーブルの中に特定の文字が含まれるレコードを一括で削除したい

013 新規テーブルを作成するときにサブフォルダを作成したい

014 フィールドの先頭文字が数字の場合、先頭の●文字を取得したい

015 日付から四半期区分を作成したい

016 商品別に月ごとの販売実績の月次推移を作成したい

017 前日との売上金額の差を計算したい

018 マスターファイルに登録されている科目コードのデータを抽出したい

019 マスターファイルに登録されていない科目コードのデータを抽出したい

020 スクリプトを変更せずに同じレイアウトのソースファイルをインポートしたい

021 すべてのレコードのカウント件数・平均・合計をテーブルとして出力したい

022 空白のレコードに直前の空白ではないレコードの値を入力したい

023 伝票番号に連番（明細番号）を付与したい

024 商品番号ごとに金額を累計したい

025 作成したスクリプトを一括で実行したい

026 実行したスクリプトのみを記録したログファイル（実施過程の記録）を作成したい

027 同じデータをランダムサンプリングした際に、同じサンプリング結果を出力したい

028 発注データにない検収データを抽出したい

029 実行したコマンドを一部修正して再度実行したい

030 桁数が足りない従業員番号の先頭に”0”を追加して桁数を成型したい

031 利用日の翌月末（申請期限）のフィールドを作成したい

032 複数の金額フィールドで最高値と最安値の価格差を計算したい

033 プロジェクトファイルを整理して作成したい ～インポート編～

034 プロジェクトファイルを整理して作成したい ～テーブル作成編～

035 プロジェクトファイルを整理して作成したい ～スクリプト作成編～

036 スクリプトのコメント行を構造化したドキュメントファイルを出力したい
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FAQ001

◇質問

[金額]フィールドなどの数値フィールドの合計を調べるにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドで合計値を確認することができます。

【操作手順】

■操作画面1

フィールドの合計値を調べたい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル 操作画面1

③ 「要約キーフィールド」で任意のフィールドを選択します。
※《要約》コマンドは、キーフィールドの値ごとに数値を集計する
機能です。キーフィールドは一覧からどのフィールドを選択してい
ただいても結構ですが、なるべく値の種類が少ないフィールドを
選択することを推奨します。

要約コマンド 操作画面2

④ 「小計フィールド」で、合計値を確認したい数値フィールドを選択
します。

要約コマンド 操作画面2

⑤ 「出力先」で「画面」を選択し、《実行》ボタンをクリックします。 要約コマンド 操作画面2

⑥ 《要約》の結果（集計結果）の表が画面に表示されます。
表の最下部に、フィールドの合計値が表示されます。

要約画面
操作画面3

②

②



FAQ001

■操作画面2

■操作画面3
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③

③

④

④

⑤

⑥



FAQ002

◇質問

重複しているレコードがあるかどうかを調べるにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドで確認することができます。

【操作手順】

■操作画面1

重複しているレコードがあるか調べたい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル 操作画面1

③ 「要約キーフィールド」ですべてのフィールドを選択します。
※「小計フィールド」、「その他出力フィールド」、「オプション」は何
も選択しないでください。

要約コマンド 操作画面2

④ 「出力先」で「テーブル」を選択、保存先を指定し《実行》ボタン
をクリックします。

要約コマンド ―

⑤ 要約の結果（集計結果）の[カウント件数]フィールドが追加さ
れたテーブルが出力されます。

要約テーブル
操作画面3

⑥ 《加工》-《抽出》を選択します。 ナビゲーター画面 ―

⑧ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド ―

⑧ [カウント件数] ＜＞ 1（カウント件数が1以外）の条件式を
入力します。

式ビルダー 操作画面4

⑨ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―

②

②



FAQ002

■操作画面2

■操作画面3

■操作画面4

【スクリプト構文】
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FAQ

③

⑤

//データの要約
OPEN "FAQ002"
SUMMARIZE ON ALLFIELDS SUBTOTAL OTHER TO "FAQ002_要約" OPEN

//[カウント件数]1以外のデータを抽出
OPEN "FAQ002_要約"
EXTRACT ALLFIELDS IF [カウント件数] <> 1 TO "FAQ002_抽出" OPEN

⑥



FAQ003

◇質問

hh/mm表記の時刻計算をするにはどうすればよいですか？

◇回答

〈SUBSTR関数〉を利用することにより計算することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

■操作画面1

hh/mm表記の時刻計算をしたい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 計算対象データの末尾に、”00”の文字を付加したフィールドを
「文字型」で追加します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

④ ③で追加したフィールドに、〈SUBSTR関数〉を利用し”:”を付
加したフィールドを「日付時刻型」で追加します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑤ ④で作成したフィールドを利用し、時刻計算をしたフィールドを
「日付時刻型」で追加します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面3

③ ③



FAQ003

■操作画面2

■操作画面3

【スクリプト構文】
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//hh/mmに"00"を追加する
OPEN "FAQ003"
DEFINE FIELD [開始時刻00追加] C POSITION 3 COMPUTED
[開始時刻] + "00"
DEFINE FIELD [終了時刻00追加] C POSITION 4 COMPUTED
[終了時刻] + "00"

//“:”追加し日付時刻型へ変換する
DEFINE FIELD [開始時刻型変換_コロン追加] D PIC "hh:mm:ss" POSITION 6 COMPUTED
SUBSTR([開始時刻00追加],1,2) + ":" + SUBSTR([開始時刻00追加],3,2) + ":" + SUBSTR([開始
時刻00追加],5,2)
DEFINE FIELD [終了時刻型変換_コロン追加] D PIC "hh:mm:ss" POSITION 7 COMPUTED
SUBSTR([終了時刻00追加],1,2) + ":" + SUBSTR([終了時刻00追加],3,2) + ":" + SUBSTR([終了
時刻00追加],5,2)

//時刻計算を実施
DEFINE FIELD [時刻計算] D PIC "hh:mm:ss" POSITION 8 COMPUTED
[終了時刻型変換_コロン追加] - [開始時刻型変換_コロン追加]
EXPORT ALLFIELDS EXCEL TO "演習元データ" WORKSHEET "演習元データ"

④

④

⑤



FAQ004

◇質問

複数の特定の文字が含まれるデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈MATCH関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

適用欄に”ホテル”,”タクシー”の文字が含まれるデータを抽出

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

■操作画面1

特定の文字が含まれるデータを抽出したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② 対象のテーブルを開き、メニューの《加工》-《抽出》を選択します。対象テーブル 操作画面1

③ 抽出したいフィールドを選択します。 抽出コマンド 操作画面2

④ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド 操作画面2

⑤ 〈MATCH関数〉をクリックし”検索したい文字列”と[検索対象]
フィールドを入力します。
複数の文字を検索したい場合はカンマ(,)で区切ります。

式ビルダー 操作画面3

⑥ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―

②

②



FAQ004

■操作画面2

■操作画面3

(例では、[適用]フィールドに、”タクシー”と”ホテル”の文字が含まれるデータを抽出しています。)

【スクリプト構文】
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//「摘要」フィールドに"タクシー","ホテル"の文字列が含まれるデータの抽出
OPEN "FAQ004"
EXTRACT ALLFIELDS IF MATCH([適用],"ホテル,タクシー",0) TO "FAQ004_抽出" OPEN

③

④

⑤

⑤

⑤



結合キー 検索文字列

1タクシー,ホテル,会食

結合キー 検索文字列

1タクシー,ホテル

FAQ005

◇質問

マスターファイルを利用して、複数の特定の文字が含まれるデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈MATCH関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

適用欄に”ホテル”,”タクシー”の文字が含まれるデータを抽出

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【マスターファイルの作成】
・マスターファイルのイメージ（excelで作成する）

➢結合キー
・任意の値を設定します。
(※結合キーに設定する値の条件はありませんが、加工過程で結合キーを入力する工程があるため、平易な値を
設定することを推奨します。)

➢検索文字列
・検索したい文字列を記載します。
・複数の文字を検索したい場合はカンマ(,)で区切ります。
・検索する文字を追加したい場合、追加したい文字をマスターファイルにカンマ(,)区切りで入力することにより、
スクリプトを変更せずに処理が実行できます。

例)”会食”を検索する文字に追加する場合

結合キー 検索文字列

1タクシー,ホテル

特定の文字が含まれるデータを抽出したい(マスターファイルを利用する方法)
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FAQ005

【操作手順】

■操作画面1
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① マスターファイルをプロジェクトフォルダ内の「03_source」へ格納
します。

プロジェクトファイル ―

② マスターファイルをインポートします。 インポート画面 操作画面1

③ 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

④ 加工対象のテーブルに[結合キー]フィールド追加します。
マスターファイルの[結合キー]と同じデータ型を設定し、同じ値を
「初期値」へ入力します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑤ メニューの《加工》-《結合》を選択します。 対象テーブル ―

⑥ 「副テーブル」は②でインポートしたマスターファイルを選択します。 結合コマンド 操作画面2

⑦ 結合パターンを「(1)すべての主レコードとキーが一致する副レ
コード」に設定し、[結合キー]をキーフィールドに設定します。

結合コマンド 操作画面2

⑧ 主テーブルの出力フィールドと副テーブルの出力フィールドを選択
し「実行」をクリックします。
(※主テーブルの出力フィールドには、少なくとも検索対象となる
フィールドを選択し、副テーブルの出力フィールドは検索したい文
字列が含まれるフィールドを選択してください。)

結合コマンド 操作画面2

⑨ ⑧で作成したテーブル画面を開き、メニューの《加工》-《抽出》
を選択します。

ナビゲーター画面 ―

⑩ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド ―

⑪ 〈MATCH関数〉をクリックし、「検索する文字列」は検索したい
文字列が記載されたフィールドを選択し、「検索対象フィールド」
は検索対象のフィールドを選択します。

式ビルダー 操作画面3

⑫ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―

④

④

②



FAQ005

■操作画面2

■操作画面3

(例では、[適用]フィールドに[検索文字列]フィールドの文字が含まれるデータを抽出)

【スクリプト構文】
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//マスターファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ005_マスターファイル" FROM "FAQ_マスターファイル.xlsx" TABLE "FAQ005"
STARTLINE 1 FIELD [結合キー] C FIELD [検索文字列] C

//結合キーの追加
OPEN "FAQ004"
DEFINE FIELD [結合キー] C POSITION 3 COMPUTED
"1“

//マスターファイルの結合
OPEN "FAQ005_マスターファイル" SECONDARY
JOIN PKEY [結合キー] FIELDS ALLFIELDS SKEY [結合キー] WITH [検索文字列] PRIMARY TO
"FAQ005_結合" OPEN

//「摘要」フィールドに[検索文字列]フィールドの文字列が含まれるデータを抽出
OPEN "FAQ005_結合"
EXTRACT FIELDS [社員番号] [金額] [適用] IF MATCH([適用],[検索文字列],0) TO "FAQ005_抽
出" OPEN

⑦

⑦

⑦

⑧

⑥

⑧

⑪
⑪

⑪



FAQ006

◇質問

***円表記のデータから特定金額以上のデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈OMIT関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】
金額10,000円以上のデータを抽出
・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

***円表記のデータから特定金額以上のデータを抽出したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面を右クリックして、テーブルメンテナンス画面
を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 「データ型」は整数型を選択し、初期値の  をクリックし、式ビ
ルダーを開きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

④ 〈OMIT関数〉を選択し、「削除する値」には削除したい文字列
(“円”)を入力し、「削除対象フィールド」は削除対象となるフィー
ルドを選択します。

式ビルダー 操作画面2

⑤ フィールド追加後、「保存」をクリックしデータを保存します。 新規フィールド追加コマンド ―

⑥ メニューの《加工》-《抽出》を選択します。 ナビゲーター画面 ―

⑦ 抽出したいフィールドを選択し、条件式(IF 条件)の  をクリッ
クし式ビルダーを開きます。

抽出コマンド ―

⑧ 抽出条件を入力します。 式ビルダー 操作画面3

⑨ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―



FAQ006

■操作画面1

■操作画面2

■操作画面3

(例では、[円を削除した金額]が10,000以上のデータを抽出)

【スクリプト構文】
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//“円”を削除した金額フィールドの追加
OPEN "FAQ006"
DEFINE FIELD [円を削除した金額] N PIC "True" POSITION 2 COMPUTED
OMIT([金額],"円",0)

//[円を削除した金額]が10,000以上のデータを抽出
OPEN "FAQ006"
EXTRACT ALLFIELDS IF [円を削除した金額] >= 10000 TO "FAQ006_抽出" OPEN

③

③

④

⑧



FAQ007

◇質問

販売単価を平均販売単価と比較するにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドと《結合》コマンドを利用することにより比較することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

販売単価と平均販売単価を比較したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「要約キーフィールド」で平均を計算する基準となるフィールドを
選択し、「小計フィールド」で計算対象のフィールド(数値型)を
選択します。

要約コマンド 操作画面1

④ 以下の設定をして、保存先にテーブル名を入力して「実行」をク
リックします。

要約コマンド 操作画面1

・オプション：「平均・最大値・最小値」を選択
・出力先 ：「テーブル」を選択

⑤ 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

⑥ メニューの《加工》-《結合》を選択します。 対象テーブル ―

⑦ 「副テーブル」に④で作成したテーブルを選択します。 結合コマンド 操作画面2

⑧ 結合パターンを「(1)すべての主レコードとキーが一致する副レ
コード」に設定し、平均を計算する基準となるフィールドを主
キーフィールドおよび副キーフィールドに設定します。

結合コマンド 操作画面2

⑨ 主テーブルはすべてのフィールドを出力フィールドに選択し、副
テーブルは[平均]フィールドを出力フィールドに選択して、「実
行」をクリックします。

結合コマンド 操作画面2



FAQ007

【操作手順】

■操作画面1

(例では、[商品名]ごとに、[販売単価]の「平均値・最大値・最小値」を要約したテーブルを出力している。)

■操作画面2

FAQ

④

③ ③

④

④

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑩ ⑨で作成したデータを開き《新規フィールド追加》を選択します。 対象テーブル ―

⑪ 初期値の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド ―

⑫ 販売単価と平均販売単価の差額を計算したフィールドを追加
します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面3

⑦

⑧

⑧
⑧

⑨ ⑨
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FAQ007

■操作画面3

【スクリプト構文】

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.16

FAQ

//[商品名]ごとに平均値・最大値・最小値を含んだ要約テーブルを作成
SUMMARIZE ON [商品名] SUBTOTAL ALLFIELDS OTHER TO "FAQ007_要約" OPEN STATISTICS

//元のデータと要約フィールドを結合
OPEN "FAQ007"
OPEN "FAQ007_要約" SECONDARY
JOIN PKEY [商品名] FIELDS ALLFIELDS SKEY [商品名] WITH [平均_販売単価] PRIMARY TO
"FAQ007_結合" OPEN

//販売単価と平均販売単価の差額を計算したフィールドを追加
OPEN "FAQ007_結合"
DEFINE FIELD [平均販売単価との差額] F DEC 1 PIC "True" POSITION 4 COMPUTED
[販売単価] - [平均_販売単価]

⑫



FAQ008

◇質問

偏差値を利用して販売単価を平均販売単価と比較するにはどうすればよいでしょうか？

◇回答

《要約》コマンドと《結合》コマンドを利用することにより比較することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

販売単価と平均単価を比較したい（偏差値を利用する方法）
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FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「要約キーフィールド」で平均を計算する基準となるフィールドを
選択し、「小計フィールド」で計算対象のフィールド(数値型)を
選択します。

要約コマンド 操作画面1

④ 以下の設定をして、保存先にテーブル名を入力して「実行」をク
リックします。

要約コマンド 操作画面1

・オプション ：「平均・最大値・最小値」「標準偏差・合計割合
(%)」を選択

・出力先 ：「テーブル」を選択

⑤ 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

⑥ メニューの《加工》-《結合》を選択します。 対象テーブル ―

⑦ 「副テーブル」に④で作成したテーブルを選択します。 結合コマンド 操作画面2

⑧ 結合パターンを「(1)すべての主レコードとキーが一致する副レ
コード」に設定し、平均を計算する基準となるフィールドを主
キーフィールドおよび副キーフィールドに設定します。

結合コマンド 操作画面2

⑨ 主テーブルはすべてのフィールドを出力フィールドに選択し、副
テーブルは[平均]フィールドを出力フィールドに選択して、「実
行」をクリックします。

結合コマンド 操作画面2



FAQ008

【操作手順】

■操作画面1

(例では、[商品名]ごとに、[販売単価]の「平均値・最大値・最小値」「標準偏差・合計割合」を要約したテーブ
ルを出力している。)

■操作画面2

FAQ

③

④

③

④

④

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑩ ⑨で作成したデータを開き《新規フィールド追加》を選択します。 対象テーブル ―

⑪ 初期値の  をクリックし式ビルダーを開きます 新規フィールド追加コマンド ―

⑫ 偏差値を計算したフィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド 操作画面3

⑦

⑧

⑧
⑧

⑨ ⑨

18 © 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.
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FAQ008

■操作画面3

【スクリプト構文】

【偏差値を利用するメリット】

・偏差値は、データが平均からどれだけ離れているかを示す指標です。

・偏差値を用いることで、異なる商品の販売単価が商品毎の平均からどれだけ離れているかを、同じ尺度で比較

することができます。

例)

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.19

FAQ

//[商品名]ごとに平均値・最大値・最小値・標準偏差を含んだ要約テーブルを作成
OPEN "FAQ008"
SUMMARIZE ON [商品名] SUBTOTAL ALLFIELDS OTHER TO "FAQ008_要約" OPEN STATISTICS STDEV

//元のデータと要約フィールドを結合
OPEN "FAQ008"
OPEN "FAQ008_要約" SECONDARY
JOIN PKEY [商品名] FIELDS ALLFIELDS SKEY [商品名] WITH [平均_販売単価] [標準偏差_販売単
価] PRIMARY TO "FAQ008_標準偏差結合" OPEN

//偏差値を計算したフィールドを追加
OPEN "FAQ008_標準偏差結合"
DEFINE FIELD [偏差値] F DEC 1 PIC "True" POSITION 5 COMPUTED
( [販売単価] - [平均_販売単価] ) / [標準偏差_販売単価] * 10 + 50

平均販売単価との差額は同じだが、
偏差値を利用することにより、伝票
番号100002が伝票番号100005
よりも平均から離れていることが分析
できます。

⑫

偏差値の計算は割算を含むため、分母（販売単価の標準偏差）が0の場合の条件式を入力します。
販売単価の標準偏差が0すなわち偏差がないため、「式または値」に50(偏差値50)を入力します。

⑫



FAQ009

◇質問

金額の上位**件のデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

《並べ替え》コマンドと〈ROW関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

金額の上位3件のデータを抽出

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

■操作画面1

金額の上位**件を抽出したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.20

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《並べ替え》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「並べ替え対象フィールド」に並べ替えの基準となるフィールドを
選択して、「降順」をクリックします。

並べ替えコマンド 操作画面1

④ 「その他出力フィールド」は出力したいフィールドを選択し「実行」
をクリックします。

並べ替えコマンド 操作画面1

⑤ メニューの《加工》-《抽出》を選択します。 ナビゲーター画面 ―

⑦ 抽出したいフィールドを選択し、条件式(IF 条件)の  をクリッ
クし式ビルダーを開きます。

抽出コマンド ―

⑧ 〈ROW関数〉をクリックし、抽出したいデータの条件を入力しま
す。

式ビルダー 操作画面2

⑨ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―



FAQ009

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.21

FAQ

//[金額]を降順で並べ替え
OPEN "FAQ0009"
SORT ON [金額] D FIELDS ALLFIELDS TO "FAQ009_並べ替え" OPEN

//[金額]の上位3件を抽出
OPEN "FAQ009_並べ替え"
EXTRACT ALLFIELDS IF ROW() <= 3 TO "FAQ009_抽出" OPEN

③

④

④

⑧

⑧

〈ROW関数〉は行番号を数値型で返す関数です。
条件式に〈ROW関数〉を入力することにより、指定した行番号のレコードを抽出することができます。
《並べ替え》処理を実行した後に、〈ROW〉関数を条件式に入力し、行番号を指定することにより、指
定した順位のレコードを抽出することができます。（例では行番号3以下すなわち上位3件を抽出）



FAQ010

◇質問

従業員毎の残業時間の合計を計算するにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドとを利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。 ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「要約キーフィールド」で合計を計算する基準となるフィールドを選
択し、「小計フィールド」で計算対象のフィールド(数値型)を選択
します。

要約コマンド 操作画面1

④ 「出力先」はテーブルを選択し、保存先にテーブル名を入力して
「実行」をクリックします。

要約コマンド 操作画面1

従業員毎の残業時間の合計を計算したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.22

FAQ



FAQ010

■操作画面1

(例では、[社員名]ごとに[残業時間]の「合計」を要約したテーブルを出力している。)

【スクリプト構文】
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FAQ

//[社員名]ごとに[残業時間]の「合計」を要約
OPEN "FAQ010"
SUMMARIZE ON [社員名] SUBTOTAL ALLFIELDS OTHER TO "FAQ010_要約" OPEN

③ ③

④

④



FAQ011

◇質問

重複しているレコードを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドと《結合》コマンドを利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

重複しているレコードを抽出したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.24

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「要約キーフィールド」ですべてのフィールドを選択します。
※「小計フィールド」、「その他出力フィールド」、「オプション」は何
も選択しないでください。

要約コマンド 操作画面1

④ 「出力先」で「テーブル」を選択、保存先を指定し《実行》ボタン
をクリックし、[カウント件数]フィールドを含む、要約されたテーブ
ルを作成します。

要約コマンド 操作画面1

⑤ ④で作成したテーブルを開き、メニューの《加工》-《結合》を選
択します。

要約テーブル ―

⑥ 「副テーブル」に加工対象のテーブルを選択します。 結合コマンド 操作画面2

⑦ 結合パターンを「(3) キーが一致した主レコードと副レコード(一
致するものすべて)」に設定し、[カウント件数]以外のフィールド
すべてを主キーフィールドおよび副キーフィールドに設定します。

結合コマンド 操作画面2

⑧ 主テーブルは[カウント件数]フィールドを出力フィールドに選択し、
副テーブルはすべてのフィールドを出力フィールドに選択します。

結合コマンド 操作画面2



FAQ011

【操作手順】

■操作画面1

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑨ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド ―

⑩ [カウント件数] ＜＞ 1（カウント件数が1以外）の条件式を
入力します。

式ビルダー 操作画面2

⑪ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―
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④

④
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FAQ011

■操作画面2

【スクリプト構文】
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FAQ

//要約して重複を確認
OPEN "FAQ011"
SUMMARIZE ON ALLFIELDS SUBTOTAL OTHER TO "FAQ011_要約" OPEN

//要約したデータを結合してカウント件数2件以上のデータを抽出
OPEN "FAQ011_要約"
OPEN "FAQ011" SECONDARY
JOIN PKEY [売上番号] [計上日] [商品No] [数量] [販売単価] FIELDS [カウント件数] SKEY
ALLFIELDS WITH ALLFIELDS MANY IF [カウント件数] <> 1 TO "FAQ011_結合" OPEN

⑦

⑦ ⑦

⑥

⑧

⑧

⑪

⑩



FAQ012

◇質問

テーブルの中に特定の文字が含まれる行を一括で削除するにはどうすればよいですか？

◇回答

《抽出》コマンドと〈FIND関数〉を利用することにより特定の文字が含まれるレコードを削除したデータを抽出できます。

【データ加工処理イメージ】

レコードの一部または全てがエラーのデータを削除したデータを抽出する。

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

テーブルの中に特定の文字が含まれるレコードを一括で削除したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.27

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《抽出》を選択します。 対象テーブル ―

③ 抽出したいフィールドを選択し、条件式(IF 条件)の  をクリッ
クし式ビルダーを開きます。

抽出コマンド ―

④ 〈FIND関数〉をクリックし、以下の条件を入力します。
・検索する文字列：削除対象の文字列を入力します。
・検索方法：任意の値を選択します。
・大小区別：任意の値を選択します。
・検索対象フィールド：選択しません。（全フィールドを対象）

式ビルダー 操作画面1

⑤ ④の演算式の後に＝F または ＝False と入力します。
=F または =False と入力することにより、演算式の条件に合
致しないデータを抽出できます。

式ビルダ― 操作画面2

⑥ 保存先を指定し、《実行》のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―



FAQ012

■操作画面1

(例では、全てのフィールドを対象に”エラー“の文字が含まれているデータを検索)

■操作画面2

【スクリプト構文】
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FAQ

//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ012" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ012" STARTLINE 1 FIELD [社員名] 
C FIELD [適用] C FIELD [金額] C

//データの抽出
OPEN "FAQ012"
EXTRACT ALLFIELDS IF FIND("エラー",0,0)=F TO "FAQ012_抽出" OPEN

④

④

⑤



FAQ013

◇質問

新規テーブルを作成するときにサブフォルダ作成するにはどうすればよいですか？

◇回答

テーブルの保存先に「サブフォルダ名/テーブル名」を指定することでサブフォルダを作成することができます。

【サブフォルダの作成イメージ】

「FAQ013_サブフォルダ」を作成し、「FAQ013_経費」テーブルをサブフォルダへ保存する。

【操作手順】

■操作画面1
（例では抽出コマンドで、サブフォルダ名を”FAQ013_サブフォルダ”、テーブル名を”FAQ013_経費”と指定）

新規テーブルを作成するときにサブフォルダを作成したい
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FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① テーブルの保存先を指定する際に、「サブフォルダ名/テーブル
名」を入力し、《実行》のボタンをクリックします。
（「/」は、半角のバックスラッシュです。）
すでにサブフォルダが作成されている場合は、そのフォルダの下に
テーブルが表示されます。
サブフォルダがない場合は、新規に作成されます。

コマンド 操作画面1

①

①



FAQ014

◇質問

フィールドの先頭文字が数字の場合、先頭の●文字を取得するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈MATCH関数〉と〈SUBSTR関数〉を利用することにより取得することができます。

※〈MATCH関数〉と〈SUBSTR関数〉の詳細は、機能説明書の「関数」をご参照ください。

【データ加工処理イメージ】

フィールドの先頭文字が数字の場合、先頭の6文字を取得する。

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

フィールドの先頭文字が数字の場合、先頭の●文字を取得したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 「データ型」は文字型を選択し、「初期値」の  をクリックし式ビ
ルダーを開きます。

新規フィールド追加コマンド ―

④ [加工対象フィールド]をダブルクリックし「初期値」へ設定します。 式ビルダー 操作画面1

⑤ 条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑥ 〈MATCH関数〉を下記の通り作成します。
MATCH(①検索対象フィールド,②検索する文字列,③大小文
字区別)
①検索対象フィールド：SUBSTR([加工対象フィールド],1,1)
②検索する文字列："1,2,3,4,5,6,7,8,9,0“
③大小文字区別：0
[加工対象フィールド]の1文字目が検索する文字列(0～9)とマッ
チするかどうかを検証します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2



FAQ014

【操作手順】

■操作画面1

■操作画面2

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑦ 条件式の「式または値」の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑧ 〈SUBSTR関数〉をクリックして、以下の条件を入力します。
取得対象フィールド：[加工対象フィールド]
開始位置：1
取得文字数：６

式ビルダー 操作画面3

⑨ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド 操作画面1
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MATCH(SUBSTR([入力月],1,1),"0,1,2,3,4,5,6,7,8,9",0)

④

⑤ ⑦

⑥

⑨
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FAQ014

■操作画面3

【スクリプト構文】
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FAQ

//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ014" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ014" STARTLINE 1 FIELD [入力月] C
OPEN "FAQ014"

//文字の取得
DEFINE FIELD [FAQ014_文字の取得] C POSITION 1 COMPUTED
[入力月]
SUBSTR([入力月],1,6) IF MATCH( SUBSTR([入力月],1,1),"0,1,2,3,4,5,6,7,8,9",0)

⑧



FAQ015

◇質問

日付から四半期区分を作成するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈BETWEEN関数〉を利用することにより作成することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ（３月決算の場合）

【操作手順】

日付から四半期区分を作成したい
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FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 「フィールド名」を”計上月”と入力、「データ型」は数値型(整
数)を選択し、「初期値」の  をクリックし式ビルダーを開きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

④ 「関数の指定」画面で〈MONTH関数〉をクリックし、下記の条
件を入力します。
・日付/日付時刻：[計上日](日付時刻型)

式ビルダ― ―

⑤ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド ―

⑥ 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

⑦ メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

⑧ 「データ型」は文字型を選択し、「初期値」は”？”(エラーの値)
を入力します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2



FAQ015

【操作手順】

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑨ 条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑩ 「関数の指定」画面で〈BETWEEN関数〉をクリックし下記の条
件を入力します。
・検索対象値：[計上月] (⑤で作成したフィールド)
・範囲の最小値：4
・範囲の最大値：6

式ビルダ― 操作画面3

⑪ 「完了」をクリックし、新規フィールド追加画面へ⑤で入力した条件
を反映させます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑫ 条件式の「式または値」に”第1四半期”と入力します。 新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑬ 条件式の「追加」ボタンをクリックし、条件式を追加します。 新規フィールド追加コマンド ―

⑭ ⑧で追加した条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開
きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑮ 「関数の指定」画面で〈BETWEEN関数〉をクリックし下記の
条件を入力します。
・検索対象値：[計上月] (⑤で作成したフィールド)
・範囲の最小値：7
・範囲の最大値：9

式ビルダー ―

⑯ 「完了」をクリックし、新規フィールド追加画面へ⑩で入力した条件
を反映させます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑰ ⑧で追加した条件式の「式または値」に”第2四半期”と入力しま
す。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑱ ⑦で追加した条件式の「追加」ボタンをクリックし、条件式を追加し
ます。

新規フィールド追加コマンド ―

⑲ ⑬で追加した条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開
きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑳ 「関数の指定」画面で〈BETWEEN関数〉をクリックし下記の
条件を入力します。
・検索対象値：[計上月] (⑤で作成したフィールド)
・範囲の最小値：10
・範囲の最大値：12

式ビルダー ―

㉑ 「完了」をクリックし、新規フィールド追加画面へ⑮で入力した条件
を反映させます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

㉒ ⑬で追加した条件式の「式または値」に”第3四半期”と入力しま
す。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

㉓ ⑬で追加した条件式の「追加」ボタンをクリックし、条件式を追加し
ます。

新規フィールド追加コマンド ―
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FAQ015

【操作手順】

■操作画面1

■操作画面2

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

㉔ ⑱で追加した条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開
きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

㉕ 「関数の指定」画面で〈BETWEEN関数〉をクリックし下記の
条件を入力します。
・検索対象値：[計上月] (⑤で作成したフィールド)
・範囲の最小値：1
・範囲の最大値：3

式ビルダー ―

㉖ 「完了」をクリックし、新規フィールド追加画面へ⑳で入力した条件
を反映させます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

㉗ ⑱で追加した条件式の「式または値」に”第4四半期”と入力しま
す。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

㉘ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド 操作画面2
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⑧

⑧

⑨

⑭

⑲

㉔

⑫

⑰

㉒

㉗

⑪

⑯

㉑

㉖

④

㉘

35



FAQ015

■操作画面3

【スクリプト構文】
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FAQ

//ファイルインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ015" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ015" STARTLINE 1 FIELD [計上日] D
PIC "yyyy/mm/dd"

//月フィールドの作成
OPEN "FAQ015"
DEFINE FIELD [計上月] N PIC "True" POSITION 1 COMPUTED
MONTH([計上日])

//四半期区分フィールドの追加
OPEN "FAQ015"
DEFINE FIELD [四半期区分] C POSITION 2 COMPUTED
"？"
"第1四半期" IF BETWEEN([計上月],4,6)
"第2四半期" IF BETWEEN([計上月],7,9)
"第3四半期" IF BETWEEN([計上月],10,12)
"第4四半期" IF BETWEEN([計上月],1,3)

⑩



FAQ016

◇質問

商品別に月ごとの販売実績の月次推移を作成するにはどうすればよいですか？

◇回答

《クロス集計》を利用することにより集計することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

商品別に月ごとの販売実績の月次推移を作成したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.37

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 「データ型」は日付時刻型(yyyy/mm)を選択し、「初期値」
の  をクリックし式ビルダーを開きます。

新規フィールド追加コマンド ―

④ 「使用可能なフィールド」の[売上日]フィールドを選択、ダブルク
リックし、《完了》のボタンをクリックします。

式ビルダ― 操作画面1

⑤ 《実行》のボタンをクリックして[売上年月]フィールドを追加します。新規フィールド追加コマンド ―

⑥ メニューの《分析》-《クロス集計》を選択します。 対象テーブル ―

⑦ 《クロス集計》画面で下記の条件を入力します。
「縦軸フィールド」：[商品名]
「横軸フィールド」：[売上月]
「小計フィールド」：[販売金額]（数値型）
「出力先」：テーブル

クロス集計コマンド 操作画面2

⑧ 保存先を指定し、「実行」をクリックします。 クロス集計コマンド 操作画面2



FAQ016

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】
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FAQ

//インポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ016" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ016" STARTLINE 1 FIELD [商品名] C
FIELD [売上日] D PIC "yyyy/mm/dd" FIELD [販売金額] N PIC "True"

//売上年月フィールドの追加
OPEN "FAQ016"
DEFINE FIELD [売上年月] D PIC "yyyy/mm" POSITION 2 COMPUTED
[売上日]

//クロス集計
OPEN "FAQ016"
CROSSTAB ON [商品名] COLUMNS [売上年月] SUBTOTAL ALLFIELDS TO "FAQ016_クロス集計" OPEN

⑦ ⑦

⑦

⑦

⑧

④

④

④



FAQ017

◇質問

前日との在庫残高の差を計算するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈OFFSET関数〉を利用することにより計算することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

前日との在庫残高の差を計算したい
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FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《並べ替え》を選択します。 対象テーブル ―

③ 「並べ替え対象フィールド」に[日付]フィールドを選択します。 並べ替えコマンド 操作画面1

④ 「その他出力フィールド」はすべてのフィールドを選択し「実行」を
クリックします。

並べ替えコマンド 操作画面1

⑤ ④で作成したテーブルをダブルクリックして、テーブル画面を開き
ます。

ナビゲーター画面 ―

⑥ メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

⑦ 「データ型」は数値型（整数）を選択し、「初期値」の  をク
リックし式ビルダーを開きます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2



FAQ017

【操作手順】

■操作画面1

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

⑧ 「使用可能なフィールド」から[日付]を選択、ダブルクリックし「使
用可能な演算子」から ”ｰ” を選択します。

式ビルダ― ―

⑨ 「関数の指定」画面で〈OFFSET関数〉をクリックし下記の条件
を入力し、『OK』ボタンをクリックします。
・取得対象フィールド：[残高]
・行数：-1

式ビルダ― 操作画面3

⑩ 式の設定画面に、前日の残高との差を計算する演算式が、下記
のとおり入力されていることを確認します。
演算式： [残高] - OFFSET([残高],-1)

式ビルダ― 操作画面4

⑪ 『式の検証』をクリックし、正しい構文であることを確認し『完了』ボタ
ンをクリックします。

式ビルダ― ―

⑬ 条件式の「条件」の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑭ 「関数の指定」画面で〈OFFSET関数〉をクリックし下記の条件を入
力し、『OK』ボタンをクリックします。
・取得対象フィールド：[日付]
・行数：-1

式ビルダ― ―

⑮ 式の設定画面で前日のデータがない場合の演算式が下記のとお
り入力されていることを確認します。
演算式：OFFSET([日付],-1) = `19000101`※
※日付時刻型でエラー(データがない)の場合、`190000101`と
なります。

式ビルダ― ―

⑯ 『式の検証』をクリックし、正しい構文であることを確認して『完了』
ボタンをクリックし、条件式に反映していることを確認します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑰ 条件式の「式または値」に 0 ※と入力します。
※前日のデータがない場合、差が計算できないため 0 を入力。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑱ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド 操作画面2

40 © 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.

③

④

③

40



FAQ017

■操作画面2

■操作画面3

■操作画面4

【スクリプト構文】
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FAQ

//インポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ017" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ017" STARTLINE 1 FIELD [日付] D
PIC "yyyy/mm/dd" FIELD [残高] N PIC "True"

//並べ替え
OPEN "FAQ017"
SORT ON [日付] FIELDS [日付] [残高] TO "FAQ017_並べ替え" OPEN

//前日差フィールドの追加
OPEN "FAQ017_並べ替え"
DEFINE FIELD [前日差] N PIC "True" POSITION 2 COMPUTED
[残高] - OFFSET([残高],-1)
0 IF OFFSET([日付],-1) = `19000101`

⑦

⑨

⑬⑰

⑦

⑱

⑩

⑯



FAQ018

◇質問

マスターファイルに登録されている科目コードのデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

《集約》と〈MATCH関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

マスターファイルに登録されている科目コードのデータを抽出

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

・マスターファイルのイメージ

➢《集約》

・《集約》は、集約対象フィールドのレコードを”,”区切りで1つのレコードとして出力する機能です。

・「連携テーブル」を指定することにより集約結果を連携テーブルに結合して出力することができます。

(※《集約》機能の詳細は機能説明書をご参照ください)

マスターファイルに登録されているコードのデータを抽出したい
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FAQ018

【操作手順】

■操作画面1
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FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① マスターファイルをプロジェクトフォルダ内の「03_source」へ格納
します。

プロジェクトファイル ―

② マスターファイルをインポートします。 インポート画面 ―

③ ②でインポートしたテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開
きます。

ナビゲーター画面 ―

⑤ メニューの《加工》-《集約》を選択します。 対象テーブル ―

⑥ 「連携テーブル」は加工対象テーブルを選択します。 集約コマンド 操作画面1

⑦ 《集約》画面で下記の条件を入力し、保存先を指定し「実行」
ボタンをクリックします。
「集約フィールド」：[科目コード]
「連携フィールド」：[科目コード][科目名][金額]

集約コマンド 操作画面1

⑧ ⑦で作成したテーブル画面を開き、メニューの《加工》-《抽出》
を選択します。

ナビゲーター画面 ―

⑨ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド ―

⑩ 〈MATCH関数〉をクリックし、「検索する文字列」は集約結果
フィールドを選択し、「検索対象フィールド」は検索対象のフィー
ルドを選択し「OK」をクリックします。

式ビルダー 操作画面2

⑪ 式ビルダーに式が入力されていることを確認し、「完了」をクリック
します。

式ビルダー 操作画面2

⑪ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―

⑦ ⑥

⑦ ⑦



FAQ018

■操作画面2

【スクリプト構文】
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FAQ

//加工対象データのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ018" FROM "¥FAQ.xlsx" TABLE "FAQ018" STARTLINE 1 FIELD [科目コー
ド] C FIELD [科目名] C FIELD [金額] N PIC "True"

//マスターファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ018_マスターデータ" FROM "¥FAQ_マスターファイル.xlsx" TABLE "FAQ018"
STARTLINE 1 FIELD [科目コード] C FIELD [科目名] C

//集約コマンドの実行
OPEN "FAQ018_マスターデータ"
OPEN "FAQ018" SECONDARY
COMPILE ON [科目コード] FIELDS ON ALLFIELDS TO "FAQ018_集約" OPEN

//抽出
OPEN "FAQ018_集約"
EXTRACT ALLFIELDS IF MATCH([集約_科目コード],[科目コード],0) TO "FAQ018_抽出" OPEN

⑩

⑩

⑩

⑪



FAQ019

◇質問

マスターファイルに登録されていない科目コードのデータを抽出するにはどうすればよいですか？

◇回答

《集約》と〈MATCH関数〉を利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

マスターファイルに登録されていない科目コードのデータを抽出

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

・マスターファイルのイメージ

➢《集約》

・《集約》は、集約対象フィールドのレコードを”,”区切りで1つのレコードとして出力する機能です。

・「連携テーブル」を指定することにより集約結果を連携テーブルに結合して出力することができます。

(※《集約》機能の詳細は機能説明書をご参照ください)

マスターファイルに登録されていない科目コードのデータを抽出したい
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FAQ019

【操作手順】

■操作画面1
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① マスターファイルをプロジェクトフォルダ内の「03_source」へ格納
します。

プロジェクトファイル ―

② マスターファイルをインポートします。 インポート画面 ―

③ ②でインポートしたテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開
きます。

ナビゲーター画面 ―

⑤ メニューの《加工》-《集約》を選択します。 対象テーブル ―

⑥ 「連携テーブル」は加工対象テーブルを選択します。 集約コマンド 操作画面1

⑦ 《集約》画面で下記の条件を入力し、保存先を指定し「実行」
ボタンをクリックします。
「集約フィールド」：[科目コード]
「連携フィールド」：[科目コード][科目名][金額]

集約コマンド 操作画面1

⑧ ⑦で作成したテーブル画面を開き、メニューの《加工》-《抽出》を
選択します。

ナビゲーター画面 ―

⑨ 条件式（IF 条件）の  をクリックし式ビルダーを開きます。 抽出コマンド ―

⑩ 〈MATCH関数〉をクリックし、「検索する文字列」は集約結果
フィールドを選択し、「検索対象フィールド」は検索対象のフィー
ルドを選択し「OK」をクリックします。

式ビルダー 操作画面2

⑪ ⑩で入力した演算式の後に＝F または ＝False と入力し「完
了」をクリックします。
=F または =False と入力することにより、演算式の条件に合
致しないデータを抽出できます。

式ビルダー 操作画面2

⑪ 保存先を指定し、「実行」のボタンをクリックします。 抽出コマンド ―

⑥⑦

⑦⑦



FAQ019

■操作画面2

【スクリプト構文】
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//加工対象データのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ019" FROM "¥FAQ.xlsx" TABLE "FAQ019" STARTLINE 1 FIELD [科目コー
ド] C FIELD [科目名] C FIELD [金額] N PIC "True"

//マスターファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ019_マスターデータ" FROM "¥FAQ_マスターファイル.xlsx" TABLE "FAQ019"
STARTLINE 1 FIELD [科目コード] C FIELD [科目名] C

//集約コマンドの実行
OPEN "FAQ019_マスターデータ"
OPEN "FAQ019" SECONDARY
COMPILE ON [科目コード] FIELDS ON ALLFIELDS TO "FAQ019_集約" OPEN

//抽出
OPEN "FAQ019_集約"
EXTRACT ALLFIELDS IF MATCH([集約_科目コード],[科目コード],0)= F TO "FAQ019_抽出" OPEN

⑩

⑩

⑩

⑪

MATCH([集約_科目コード],[科目コード],0)= F



FAQ020

◇質問

スクリプトを変更せずに同じレイアウトのソースファイルをインポートするにはどうすればよいですか？

◇回答

《フォルダインポート》を利用することによりインポートすることができます。

【操作手順】

■操作画面1

（例では「03_source」に「売上データ」フォルダを作成し「売上データ2017上期.csv」を格納）

スクリプトを変更せずに同じレイアウトのソースファイルをインポートしたい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① プロジェクトフォルダ内の「03_source」へ対象となるソースファイ
ルを格納するフォルダを作成します。

プロジェクトフォルダ 操作画面1

② ソースファイルを①で作成したフォルダへ格納します。 プロジェクトフォルダ 操作画面1

③ THUMGY Dataを起動して、スクリプトファイルを作成します。 ナビゲーター画面 ―

④ THUMGY Dataを起動して、メメニューの《インポート》-《フォル
ダインポート》を選択し、②で格納したファイルをインポートします。

フォルダインポート画面 ―

⑤ ④のlogをコピーして③で作成したスクリプトへ貼り付けます。 スクリプト画面 操作画面2

⑥ ⑤で貼り付けたスクリプトの中にある、SUBFOLDER BASEのあ
との””の中を削除します。（””は残します）
この手順により、ベースとなるファイルを指定せずに、フォルダの1番
上にあるファイルをベースにフォルダの中にあるファイルをインポートす
るというスクリプトになります。

スクリプト画面 操作画面2

⑦ レイアウトが同じ※ソースファイルを①で作成したフォルダへ格納
します。
※Excel：フィールド名とSheet名が同じ
テキストファイル：フィールド名が同じ

プロジェクトフォルダ

―

⑧ ⑥で作成したスクリプトを選択しスクリプトを実行します。 スクリプト画面 操作画面3

①

①

②

②



FAQ020

■操作画面2

■操作画面3

（例では「売上データ2017上期.csv」とレイアウトが同じ「売上データ2017下期.csv」をインポート）

【スクリプト構文】

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.49

FAQ

//フォルダインポート
IMPORT FOLDER TYPE DELIMITED TO "FAQ020_売上データ" FROM "¥売上データ" SUBFOLDER BASE ""
"ansi" QUOTECHAR "" SEPARATOR "," STARTLINE 1 ALLCHAR FIELD [売上番号] N PIC "True"
FIELD [計上日] D PIC "yyyy/mm/dd" FIELD [商品No] N PIC "True" FIELD [数量] C FIELD
[仕入単価] N PIC "True" FIELD [販売単価] N PIC "True" FIELD [金額] N PIC "True" FIELD
[営業担当者] C FIELD [入力担当者] C FIELD [入力日時] C

⑤

⑤ ⑥

⑥

⑧

⑧



FAQ021

◇質問

すべてのレコードのカウント件数・平均値・合計値をテーブルとして出力するにはどうすればよいですか？

◇回答

《要約》コマンドで出力することができます。

【操作手順】

■操作画面1

すべてのレコードのカウント件数・平均・合計をテーブルとして出力したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《要約》を選択します。 対象テーブル ―

③ 《要約》画面で下記の条件を入力して《実行》ボタンをクリックし
ます。
要約キーフィールド：「レコード」
小計フィールド：平均値と合計値を確認したい数値フィールド
その他出力フィールド：選択しない
オプション：「平均値・最大値・最小値」を選択
出力先：「テーブル」

要約コマンド 操作画面1

③ ③ ③

③

③
③

実行結果イメージ



FAQ022

◇質問

空白のレコードに直前の空白ではないレコードの値を入力するにはどうすればよいですか？

◇回答

《補完》コマンドを利用することにより入力することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

空白のレコードに直前の空白ではないレコードの値を入力したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 空白が含まれるデータを文字型※でインポートします。
※数値型、日付時刻型を選択すると空白ではなく、数値型の
場合は0、日付時刻型の場合は1900/01/01が入力される
ため。

インポート画面 ―

② ①でインポートしたデータをダブルクリックしてテーブル画面を開き
ます。

ナビゲーター画面 ―

③ メニューの《加工》-《補完》を選択します。 対象テーブル 操作画面1

④ 「補完フィールド」に空白のレコードが含まれるフィールドを選択し
ます。

補完コマンド 操作画面2

⑤ 「その他出力フィールド」は補完フィールドで選択したフィールドを
以外に出力したフィールドを選択し「実行」をクリックします。

補完コマンド 操作画面2



FAQ022

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ022" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ022" STARTLINE 1 FIELD [商品番
号] C FIELD [日付] C FIELD [金額] N PIC "True"

//補完コマンド実行
OPEN "FAQ022"
COMPLEMENT ON [商品番号] [日付] OTHER [金額] TO "FAQ022_補完" OPEN

③

③

④ ⑤

⑤



FAQ023

◇質問

伝票番号に連番（明細番号）を付与するにはどうすればよいですか？

◇回答

《グループ集計》コマンドを利用することにより付与することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ  ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

伝票番号に連番（明細番号）を付与したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《グループ集計》を選択します。 対象テーブル 操作画面1

③ 《グループ集計》画面で下記の条件を入力し、保存先を指定し
「実行」ボタンをクリックします。
集計キーフィールド：[伝票番号]
集計フィールド：選択しない
その他出力フィールド：[金額]

グループ集計コマンド 操作画面2



FAQ023

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ023" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ023" STARTLINE 1 FIELD [伝票番
号] C FIELD [金額] N PIC "True"

//連番（明細番号）を付与
OPEN "FAQ023"
GROUPSUM ON [伝票番号] SUBTOTAL OTHER [金額] TO "FAQ023_グループ集計" OPEN

②

②

③

③



FAQ024

◇質問

商品番号ごとに連番を付加して金額を累計するにはどうすればよいですか？

◇回答

《グループ集計》コマンドを利用することにより入力することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ  ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

商品番号ごとに連番を付加して金額を累計したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《分析》-《グループ集計》を選択します。 対象テーブル 操作画面1

③ 《グループ集計》画面で下記の条件を入力し、保存先を指定し
「実行」ボタンをクリックします。
集計キーフィールド：[商品番号]
集計フィールド：[金額]
その他出力フィールド：その他出力したいフィールド

グループ集計コマンド 操作画面2



FAQ024

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ024" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ024" STARTLINE 1 FIELD [商品番
号] C FIELD [日付] D PIC "yyyy/mm/dd" FIELD [金額] N PIC "True"

//グループ集計コマンドの実行
OPEN "FAQ024"
GROUPSUM ON [商品番号] SUBTOTAL ALLFIELDS OTHER [日付] TO "FAQ024_グループ集計" OPEN

②

②

③

③



FAQ025

◇質問

作成したスクリプトを一括で実行するにはどうすればよいですか？

◇回答

DO コマンドを利用することにより一括で実行することができます。

【操作手順】

■操作画面1

【スクリプト構文】

作成したスクリプトを一括で実行したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 一括で実行するためのスクリプトファイルを作成します。 ナビゲーター画面 ―

② ①で作成したスクリプトに DO と記入し半角スペースを空けて
実行したいスクリプト名を入力します。

スクリプト編集画面 操作画面1

③ 実行したいスクリプト毎に②の手順を実施します。 スクリプト編集画面 操作画面1

④ スクリプトの実行ボタンをクリックします。 スクリプト編集画面 操作画面1

DO 実行したいスクリプト名1

DO 実行したいスクリプト名2

DO 実行したいスクリプト名3

DO 実行したいスクリプト名4

②③
④



FAQ026

◇質問

実行したスクリプトログのみを記録したログファイル（実施過程の記録）を作成するにはどうすればよいですか？

◇回答
RENAME LOG を利用することにより作成することができます。

【操作手順】

■操作画面1

※RENAME LOG の仕組みについて
THUMGY Dataはプロジェクト名と同じログfファイルが自動で作成されます。
そのため、RENAME LOG FILE “” TO “過去ログ”を実行により、既存のログのファイル名を「過去ログ.log」に変
更し、変更後にスクリプトを実行すると、プロジェクト名と同じログファイルが自動で作成され、ファイル名の変更後に実
行されたスクリプトのログが記録されます。
RENAME LOG FILE “” TO “実施過程の記録”を実行すると、 RENAME LOG FILE “” TO “過去ログ”以
降にで実行されたスクリプトのみが保存されたログファイルが「実施過程の記録.log」として保存されます。

【スクリプト構文】

実行したスクリプトログのみを記録したログファイル（実施過程の記録）を作成したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 記録したいスクリプトファイルを開きます。 ナビゲーター画面 ―

② スクリプトの先頭にRENAME LOG FILE “” TO “過去ログ”と
記入します。

スクリプト編集画面 操作画面1

③ スクリプトのの最後にRENAME LOG FILE “” TO “実施過
程の記録”と記入し、次の行にDELETE LOG FILE “過去ロ
グ.log”と記入します。

スクリプト編集画面 操作画面1

④ スクリプトの実行ボタンをクリックします。 スクリプト編集画面 ―

②

③

RENAME LOG FILE "" TO "過去ログ"

RENAME LOG FILE "" TO "実施過程の記録"
DELETE LOG FILE "過去ログ.log"



FAQ027

◇質問

同じデータをランダムサンプリングした際に、同じサンプリング結果を出力するにはどうすればよいです？

◇回答

《サンプリング》コマンドでシード値を指定することで同じサンプリング結果を出力することができます。

【操作手順】

■操作画面1

【スクリプト構文】

同じデータをランダムサンプリングした際に、同じサンプリング結果を出力したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① サンプリング対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開
きます。

ナビゲーター画面 ―

② メニューの《サンプリング》-《サンプリング》を選択します。 対象テーブル ―

③ 選択方法を「ランダム」に指定します。 サンプリングコマンド 操作画面2

④ 「サンプルサイズ」と「シード値」に任意の値を指定し、『実行』を
クリックします。

サンプリングコマンド 操作画面2

⑤ 同じデータにランダムサンプリングを実行する場合、④で指定し
たシード値と同じシード値を入力すると④と同じデータが出力さ
れます。

サンプリングコマンド ―

//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ027" FROM "¥FAQ.xlsx" TABLE "FAQ027" STARTLINE 1 FIELD [売上番
号] C FIELD [計上日] D PIC "yyyy/mm/dd" FIELD [商品No] C FIELD [数量] N PIC "True"

//ランダムサンプリング実行
OPEN "FAQ027"
SAMPLE ON RECORD NUMBER "5" RANDOM "1" TO "FAQ027_ランダムサンプリング" OPEN

③

④

④



FAQ028

◇質問

発注データにない検収データを抽出するにはどうすればよいです？

◇回答

《結合》コマンドを利用することにより抽出することができます。

【データ加工処理イメージ】

・検収データのイメージ  ・発注データのイメージ ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

発注データにない検収データを抽出したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 検収データのテーブル画面を開きます。 ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《結合》を選択します。 検収データテーブル ―

③ 「副テーブル」に発注データテーブルを選択します。 結合コマンド 操作画面1

④ 結合パターンを「(4)主レコードの中で、副レコードとキーが一致
しないレコード」に設定し、発注番号フィールドを主キーフィール
ドおよび副キーフィールドに設定します。

結合コマンド 操作画面1

⑤ 主テーブルはすべてのフィールドを出力フィールドに選択し、副
テーブルは選択せずに、「実行」をクリックします。

結合コマンド 操作画面1



FAQ028

■操作画面1

【スクリプト構文】
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//検収データのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ028_発注データ" FROM "¥FAQ.xlsx" TABLE "FAQ028_発注" STARTLINE 1 
FIELD [発注番号] C FIELD [金額] N PIC "True"

//発注データのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ028_検収データ" FROM "¥FAQ.xlsx" TABLE "FAQ028_検収" STARTLINE 1 
FIELD [発注番号] C FIELD [金額] N PIC "True"

//結合
OPEN "FAQ028_検収データ"
OPEN "FAQ028_発注データ" SECONDARY
JOIN PKEY [発注番号] FIELDS ALLFIELDS SKEY [発注番号] WITH UNMATCH TO "FAQ028_結合" 
OPEN

④

④

⑤

③

⑤



FAQ029

◇質問

実行したコマンドを一部修正して再度実行するにはどうすればよいですか？

◇回答

ログから実行したコマンドを呼び出すことで再度実行することができます。

【操作手順】

■操作画面1

実行したコマンドを一部修正して再度実行したい

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.62

FAQ

番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 呼び出したいコマンドのログファイルをダブルクリックします。 ナビゲーター画面 操作画面1

② 呼び出したいコマンドのログをダブルクリックします。 ログ画面 操作画面1

③ コマンドの実行結果画面の「コマンド内容」をダブルクリックします。コマンド内容画面 操作画面2

④ コマンド画面が表示されるので、修正して再度実行することがで
きます。

コマンド画面 操作画面3

①

②



FAQ029

■操作画面2

■操作画面3

（例では、実行した結合コマンドを呼び出しています。）
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③

④



FAQ030

◇質問

桁数が足りない従業員番号の先頭に”0”を追加して桁数を成型するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈LEADINGZEROS関数〉を利用することにより桁数を揃えることができます。

【データ加工処理イメージ】

従業員番号の正しい桁数が6桁の場合

・加工対象テーブルのイメージ  ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

桁数が足りない従業員番号の先頭に”0”を追加して桁数を成型したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 初期値の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド ―

④ 関数の指定画面から〈LEADINGZEROS関数〉を選択し下
記条件を指定し”0”を付加したフィールドを「文字型」で追加し
ます。
文字列/数値：[従業員番号]フィールド
出力文字の長さ：6(正しい桁数)

新規フィールド追加コマンド 操作画面1



FAQ030

■操作画面1

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート
IMPORT EXCEL TO "FAQ030" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ030" STARTLINE 1 FIELD [従業員番
号] C

//桁数を成型したフィールドを追加
OPEN "FAQ030"
DEFINE FIELD [FAQ030] C POSITION 1 COMPUTED
LEADINGZEROS([従業員番号],6)

④

④



FAQ031

◇質問

利用日の翌月末（申請期限）のフィールドを作成するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈EOMONTH関数〉を利用することにより作成することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ  ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

利用日の翌月末（申請期限）のフィールドを作成したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 初期値の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド ―

④ 関数の指定画面から〈EOMONTH関数〉を選択し下記条件
を指定します。
日付/日付時刻：[利用日]フィールド
月数：1（翌々月末を指定したい場合は2を指定）

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑤ 『式の検証』をクリックし、正しい構文であることを確認して『完了』
ボタンをクリックし、条件式に反映していることを確認します。

新規フィールド追加コマンド ―

⑥ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド ―



FAQ031

■操作画面1

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート

IMPORT EXCEL TO "FAQ031" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ031" STARTLINE 1 FIELD [利用日] 

D PIC "yyyy/mm/dd"

//申請期限フィールドを追加

OPEN "FAQ031"

DEFINE FIELD [申請期限] D PIC "yyyy/mm/dd" POSITION 1 COMPUTED

EOMONTH([利用日],1)

④

④



FAQ032

◇質問

複数の金額フィールドで最高値と最安値の価格差を計算するにはどうすればよいですか？

◇回答

〈MAXIMUM関数〉と＜MINIMUM関数＞を利用することにより計算することができます。

【データ加工処理イメージ】

・加工対象テーブルのイメージ  ・加工後テーブルのイメージ

【操作手順】

複数の金額フィールドで最高値と最安値の価格差を計算したい
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① 加工対象のテーブルをダブルクリックしてテーブル画面を開きます。ナビゲーター画面 ―

② メニューの《加工》-《新規フィールド追加》を選択します。
または、テーブル画面の任意の場所を右クリックして、テーブルメ
ンテナンス画面を開き《新規フィールド追加》を選択します。

対象テーブル ―

③ 初期値の  をクリックし式ビルダーを開きます。 新規フィールド追加コマンド ―

④ 関数の指定画面から〈MAXIMUM関数〉を選択し、対象値の
入力欄にカーソルを合わせてキーボードの F2 ボタンを押して、
対象となる複数の金額フィールドを指定して式の設定へ入力し
ます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑤ ④で記入した式の後に、演算子の – を入力し関数の指定画
面から〈MINIMUM関数〉を選択し、対象値の入力欄にカーソ
ルを合わせてキーボードの F2 ボタンを押して、対象となる複数
の金額フィールドを指定して式の設定へ入力します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面1

⑤ 『式の検証』をクリックし、正しい構文であることを確認して『完了』
ボタンをクリックし、条件式に反映していることを確認します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

⑥ 《実行》のボタンをクリックして新規フィールドを追加します。 新規フィールド追加コマンド ―



FAQ032

■操作画面1

■操作画面2

【スクリプト構文】
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//ファイルのインポート

IMPORT EXCEL TO "FAQ032" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ032" STARTLINE 1 FIELD [商品名] 

C FIELD [月初価格] N PIC "True" FIELD [月中価格] N PIC "True" FIELD [月末価格] N PIC

"True"

//価格差フィールドの追加

OPEN "FAQ032"

DEFINE FIELD [価格差] N PIC "True" POSITION 4 COMPUTED

MAXIMUM([月初価格],[月中価格],[月末価格]) - MINIMUM([月初価格],[月中価格],[月末価格])

カーソルを合わせて F2 をクリック

カーソルを合わせて F2 をクリック



FAQ033

◇質問

プロジェクトファイルを整理するにはどうすればよいですか？

◇回答

全てのフィールドを文字型でインポートすることによりインポートスクリプトが整理されます。

【整理されたスクリプトのインポートスクリプトのイメージ】

フィールドのデータ型を項目ごとに指定した場合のログ

全てのフィールドを文字型でインポートを指定してインポートした場合のログ

【操作手順】

■操作画面1

プロジェクトファイルを整理したい ～インポート編～
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① インポートのデータ型設定画面で「全てのデータ型を文字型に
変換する。」をチェックをしてインポートします。

インポート画面 操作画面1

② インポートのログのフィールド指定がALLCHAR ALLFIEDSとし
てログが記録されます。

スクリプト作成画面 ―

③ 数値型・日付時刻型で分析に必要な項目のデータ型を変換
するために、新規フィールド追加で数値型・日付時刻型のフィー
ルドを追加します。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

①



FAQ033

■操作画面2

例では、文字型の計上日を日付時刻型へ変換するための新規フィールド追加の画面

【全てのデータ型を文字型でインポートするメリット】

➢ 全てのデータ型を文字型に指定して全てのフィールドをインポートすることにより、データ項目が増減・フィールド
名が一部変更になっても、スクリプトを変更せずにインポーすることができます。

➢ ログのフィールド指定が「ALLCHAR ALLFIELDS」となり、インポートのログが整理されます。

(操作画面2を参照)

【全てのデータ型を文字型でインポートする際の注意点】

➢ 事後の処理で数値型や日付時刻型で処理する場合には新規フィールド追加で数値型・日付時刻型でフィー
ルドを追加する必要がございます。(操作画面3を参照)

➢ 数値型や日付時刻型で追加するフィールドが多い場合は、データ型を指定することを推奨します。

【スクリプト構文】
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③

③

//全てのフィールドを文字型でインポート

IMPORT EXCEL TO "FAQ033_インポート" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ033" STARTLINE 1 ALLCHAR

ALLFIELDS

//日付時刻型へ変換

OPEN "FAQ033_インポート"

DEFINE FIELD [計上日_日付時刻型] D PIC "yyyy/mm/dd" POSITION 2 COMPUTED

[計上日]



FAQ034

◇質問

プロジェクトファイルを整理するにはどうすればよいですか？

◇回答

テーブルの命名規則を策定し、テーブルの種類ごとに保存するフォルダを指定することにより整理されます。

【整理されたテーブルのイメージ】

【操作手順】

■命名規則

命名規則の例示は下記のとおりです。

プロジェクトファイルを整理したい ～テーブル作成編～
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① テーブルの命名規則を策定します。 ― 命名規則

② テーブルをクリックし、①で策定したテーブルの命名規則に従い、
テーブルの種類ごとに保存するフォルダをテーブルフォルダ直下に
作成します。

ナビゲーター画面 操作画面1

③ テーブルの種類ごとに、作成するテーブルを保存するフォルダを
指定します。

テーブル指定画面 操作画面2

④ テーブルが整理されて保存されます。 ナビゲーター画面 整理された
テーブルの
イメージ



FAQ034

■操作画面1

■操作画面2

例では、インポートしたテーブルの保存先を「04_table」＞「A_インポートファイル」フォルダに指定

ログは下記のとおり記録されます

© 2025 SanKei Biz Consulting, Corp.73

FAQ

③

③

//全てのフィールドを文字型でインポート

IMPORT EXCEL TO “A_インポートファイル¥A005_売上データ上期" FROM "FAQ.xlsx" TABLE "FAQ034"

STARTLINE 1 ALLCHAR ALLFIELDS

出力先が ”フォルダ名¥テーブル名” となります

②

②



FAQ035

◇質問

プロジェクトファイルを整理するにはどうすればよいですか？

◇回答

処理の手順と種類ごとにスクリプトを分けて作成することにより整理されます。

【整理されたスクリプトのイメージ】

➢ スクリプト名を ”S●●●(番号)_処理内容” と指定することにより手順の順番に整理されます。

イメージでは”S005_インポート”⇒”S010_事前準備”⇒”S015_加工処理”の順番に整理しています。

【操作手順】

プロジェクトファイルを整理したい ～スクリプト作成編～
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① スクリプトをクリックし、「スクリプトの作成」から処理の手順と種類
ごとにスクリプトを作成します。

ナビゲーター画面 整理された
スクリプトの
イメージ

② 加工処理したログを手続の手順と種類ごとに対応するスクリプト
にコピーして貼り付けます。

スクリプト作成画面 ―

③ 全てのスクリプトを一度に実行するスクリプトを作成します。
(詳細はFAQ025を参照)

新規フィールド追加コマンド 操作画面2



FAQ035

■操作画面2

スクリプトの先頭にRENAME LOG FILE “” TO “過去ログ”と記入します。

➢ スクリプトの最初と最後にRENAME LOG FILE “” TO “実施過程の記録”と記入することにより、実行したスク
リプトのみを記録したログファイル（実施過程の記録）を作成することができます。

(RENAME LOG FILEの仕組みの詳細はFAQ026を参照)

【スクリプト構文】
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RENAME LOG FILE "" TO "実施過程の記録"

DO S005_インポート

DO S010_事前準備

DO S015_加工処理

RENAME LOG FILE "" TO "実施過程の記録"

③③



FAQ036

◇質問

スクリプトのコメント行を構造化したドキュメントファイルを出力するにはどうすればよいですか？

◇回答

《ドキュメント》コマンドを利用することにより出力することができます。

【データ加工処理イメージ】

・対象スクリプトのイメージ

・出力されるドキュメントのイメージ

※ドキュメントコマンドの詳細は「機能説明書」＞「ドキュメント」を参照

https://thumgy-data.com/files/manual/manual_index.files/170_036.pdf

スクリプトのコメント行を構造化したドキュメントファイルを出力したい
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//S*

//H*販売単価が異常な取引を抽出する

//N*1

//I*売上データ上期・下期

//P*フォルダインポート

//O*売上データ通期

//T*デモデータ

//E*

IMPORT EXCEL TO “A_インポートファイル¥A005_売上データ” FROM “FAQ.xlsx” TABLE “FAQ036”

STARTLINE 1 ALLCHAR ALLFIELDS

//S*

//H*

//N*2

//I*売上データ通期

//P*商品Noごとに要約

//O*偏差値

//T*

//E*

SUMMARIZE ON [商品No] SUBTOTAL [販売単価] OTHER TO "W_作業¥W005_標準偏差" OPEN

STATISTICS STDEV

https://thumgy-data.com/files/manual/manual_index.files/170_036.pdf


FAQ036

【操作手順】

■操作画面1
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番号 操作手順 操作対象画面 参照

① スクリプトの編集画面を開き、ドキュメントの編集ボタンをクリック
します。

ナビゲーター画面 操作画面1

② ドキュメントの編集画面で、コメントを入力し、《OK》のボタンをク
リックすると、《ドキュメント》コマンドで出力される形式でスクリプト
にコメントが挿入されます。
※ドキュメント挿入の詳細は「機能説明書」＞「スクリプトにコメ
ントを挿入する」を参照
https://thumgy-data.com/files/manual/manual_index.files/170_040.pdf

ドキュメントの挿入画面 操作画面1

③ メニューの《プロジェクト》-《ドキュメント》を選択します。
対象のスクリプトを選択し《実行》のボタンをクリックします。

ドキュメントコマンド画面 操作画面2

④ 「05_export」直下に「Document」フォルダが作成され、②で
挿入したドキュメントが構造化されたドキュメントファイルが出力さ
れます。

新規フィールド追加コマンド 操作画面2

①

②

②

②

https://thumgy-data.com/files/manual/manual_index.files/170_040.pdf


FAQ036

■操作画面2

【スクリプト構文】
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③

③

③

④

//ドキュメントの作成

DOCUMENT "FAQ036" TO "FAQ036"
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